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  多くの企業は、最先端の技術を開発しようとＲ＆Ｄに力を注いでいる。なぜな

ら、いったんイノベーションが起これば、開発した企業は市場支配力を強めるこ

とができると知っているからである。しかし一方で、生み出された新しい技術や

知識は、誰もが自由に得ることができるという側面を持っており、すぐに他の企

業やあるいは他の国に広く普及するであろう。このように考えれば、イノベーシ

ョンに成功した企業よりも低コストで、同品質の製品を作成できる企業が現れる

のは当然である。もしイミテーションに成功し、オリジナルの開発者と市場に共

存できるのであれば、多くの企業が模倣するためのＲ＆Ｄ活動を始めるに違いな

い。 

 本稿では、イミテーションの存在がイノベーターと経済成長にどのような影響

があるかについて、Aghion and Howitt (1992) 型のモデルを用いて検証する。分析

にあたり、本稿のモデルでは Davidson and Segerstrom (1998)と同様に、イミテーシ

ョンはイノベーションと同品質であるが、わずかな特徴をもってイノベーション

とは区別されると仮定する。また、条件を設定することによりイノベーターとイ

ミテーターが市場に共存できるものとする。その結果、イミテーターがイノベー

ターと同水準の技術や知識の開発に成功すれば、イノベーターのインセンティブ

を阻害し、経済成長にも悪影響を及ぼすことを示す。 

 


